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多摩区 
多摩区の概要  

  かつての稲田村、生田村そして向丘村（むかおかむら）の一部からなる現在の多摩区は、昭和 47
（1972）年に本市が政令指定都市に移⾏した際に誕生し、市⺠の公募で区名が決定されました。
昭和57（1982）年の⾏政区再編では区の⻄部が「⿇生区」として分区し、現在の区域に⾄っていま
す。 

  多摩区は本市の⻄北端に位置し、多摩川によってできた沖積平野と多摩丘陵の丘陵地で形成され、
都市部には貴重な「水と緑」に囲まれています。 

  ⾸都圏を代表する緑豊かな生田緑地には、世界的にも著名な芸術家・岡本太郎の作品を収蔵した
「岡本太郎美術館」や、東⽇本の代表的な古⺠家を集めた「⽇本⺠家園」、世界最⾼水準の星空を
映す「かわさき宙(そら)と緑の科学館」、そして世界的に人気のあるまんが「ドラえもん」などの原画が鑑賞
できる「藤⼦・Ｆ・不⼆雄ミュージアム」と、個性豊かな⽂化・教育施設が点在し、市内有数の観光名
所となっています。 

  昭和 30 年代に都市化が急速に進んだ菅や中野島の住宅地でも、かつて「多摩川梨」の栽培が盛ん
だった農村地帯としての景観も随所に⾒られます。 

  また、市内を南北につなぐ JR 南武線が登⼾駅で⼩田急⼩田原線と、稲田堤駅では京王相模原線と
交差し、都⼼への交通の便が良いこともあり、区内就業者の約半数が、都内に通勤しています。 

  さらに、３つの⼤学（専修⼤学、明治⼤学、⽇本⼥⼦⼤学）とゆかりがあることも区の⼤きな特徴で
す。 

多摩区の主な地域資源・魅⼒など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

藤⼦・Ｆ・不⼆雄ミュージアム 

多摩川サイクリングコース 

⽇本⼥⼦⼤学 

明治⼤学 

生田出張所 
多摩区役所 

ばら苑 

⽇本⺠家園 

多摩区の木  多摩区の花 
「モモ」        「スミレ」 

生田緑地ゴルフ場 

「ハナミズキ」      「ナシ」 

生田緑地 

岡本太郎美術館 
かわさき宙

そら
と緑の科学館 

■人口 223,456 人  ■世帯数 115,619 世帯 
■面積 20.39 km2  （令和３（2021）年 10 ⽉１⽇現在） 

専修⼤学 
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まちづくりの方向性  

「⽔と緑と学びのまち 〜うるおい豊かな住み続けたいまちへ〜」 
  多摩川や⼆ヶ領⽤水などの「水辺」、多摩川崖線軸の斜⾯緑地や生田緑地などの「緑」、そして区にゆ

かりのある⼤学などの知的資源を活かした「学び」など、多摩区は魅⼒あふれる地域資源の豊かなまち
です。 

  これまで培ってきた多くの魅⼒や価値を引き継ぎ、⾼めながら、区⺠一人ひとりがうるおいやあたたかい地
域のつながりを身近に感じ、これからも住み続けたいと実感できる、すこやかに安⼼して暮らせるまちづくり
を進めます。 

これまでの主な取組状況 
●地域資源を活⽤した賑わいと魅⼒あるまちづくりの推進 

生田緑地をはじめとする自然や⽂化施設といった豊富な地域資源を活⽤しながら、多様な主体との協
働により区の魅⼒を内外に積極的に発信し、まちへの愛着や満⾜度の向上を図るとともに、訪れる人も
住む人も楽しむことができる魅⼒あるまちづくりを推進しています。 

●災害に強く安全で安心できるまちづくりの推進  
地域防災活動の中⼼的な役割を担う自主防災組織、避難所運営会議への⽀援や区⺠の防災意識
の醸成を進めるとともに、地域特性に応じた訓練の実施や隣接自治体との連携強化等により、地域防
災⼒の向上に取り組んでいます。また、地域や警察、消防といった関係機関との連携により、犯罪発生
の抑止や交通事故防止に向けた取組を推進し、安全で安⼼できるまちづくりをめざした取組を推進して
います。 

●たまっ⼦を区⺠みんなで育てるまちづくりの推進 
⼦ども・⼦育て⽀援団体や関係機関と連携しながら、⼦ども・⼦育てに関する課題やニーズを把握し、
地域全体で⽀援の取組を推進するとともに、⼦育て中の家庭を⾒守る環境づくりや人材育成を推進し
ています。また、⼦育ての悩みや不安を解消し、地域で安⼼して⼦育てができるよう、⼦ども・⼦育てに
関する情報や相談窓口の情報を多様な方法で効果的に発信しています。 

●すこやかに安心して暮らせる地域福祉・健康のまちづくりの推進 
地域包括アシステムの構築に向けて、多様な主体の連携を促進し、住⺠主体による地域での⾒守り
活動や交流活動などと連携・協働しながら、地域特性に応じた多世代で⽀え合う地域づくりを進めてい
ます。また、区⺠主体の健康づくり・介護予防を推進し、誰もが住み慣れた地域で安⼼して暮らすことが
できる地域づくりに取り組んでいます。 

●市⺠⾃治を⼀層進める地域人材によるまちづくりの推進 
区にゆかりのある 3 ⼤学の知的資源を活かして地域課題の解決を
図るとともに、⼤学生の地域参加を促進し、⼤学の持つ価値や魅
⼒を活かした地域づくりを進めています。また、「これからのコミュニテ
ィ施策の基本的考え方」における区域レベルの取組として、ソーシャ
ルデザインセンターへの運営⽀援を⾏うなど、地域で活躍する多様
な主体が、市⺠創発によって地域の課題を解決していくための取
組を推進しています。 

  

多摩区ソーシャルデザインセンター 

2 
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現状と課題 
●多摩川、生田緑地などの⾃然環境、歴史や未来を感じる文化施設をはじめ、個性豊かな

地域資源が輝きます。 
  多摩川や⼆ヶ領⽤水などの水辺環境にも恵まれ、⾸都

圏でも有数の自然環境を残す生田緑地を有するなど豊
かな自然があふれ、令和3（2021）年に開館 50 周年
を迎えた「宙

そ ら
 と緑の科学館」や「藤⼦・Ｆ・不⼆雄ミュージ

アム」など個性豊かな地域資源が数多く存在しています。
令和 5（2023）年には、生田浄水場⽤地において新
たなスポーツ拠点施設「(仮称)フロンタウン生田」の供⽤
開始が予定されています。 

  これらの地域資源を活かした魅⼒あるまちづくりに向けて、令和 3（2021）年に策定された「登⼾・向
ヶ丘遊園駅周辺地区まちづくりビジョン」とも連携した取組を進めるとともに、区の魅⼒を積極的に内外
に発信し、多摩区に住みたい、住み続けたいと思えるように、地域への愛着や誇りを⾼める取組を進め、
令和 4（2022）年 4 ⽉に迎える区制 50 周年を契機として、地域の更なる活性化につなげる必要
があります。 

 

●安全で安心して暮らせるまちづくりへの区⺠の意識が⾼くなっています。 
  北部には多摩川、五反田川などの河川が流れ、南部

には 171 の⼟砂災害警戒区域が指定（令和 3
（2021）年 5⽉現在）されており、自然災害が発生
しやすい地域特性を持っています。稲城市や狛江市な
どの隣接自治体と、⽇頃から災害時に備えた連携を進
めていく必要があります。 

  交通事故件数は減少傾向であるものの、自転⾞事故
の割合が⾼く「自転⾞事故多発地域」に指定されてい
ることから、自転⾞利⽤者の交通ルールやマナーについて一層の啓発に取り組む必要があります。 

  令和 2（2020）年度区⺠意識アンケートでは、区役所が⼒を⼊れて取り組むべき施策として「災害
時の対応などの危機管理」が最も⾼くなっており、安全・安⼼に対する区⺠意識が⾼いことがうかがえま
す。 

 

●⼦育て家庭の不安を解消し、安心や希望を持って⼦育てできる環境づくりが求められてい
ます。 
  令和 2（2020）年度市⼦ども・若者調査によると、0〜6

歳の⼦どもがいる保護者の 48.4％が「孤⽴感を感じた」と答
えた一方で、⼦育て⽀援情報については、21.0％の人が
「特に得ていない」と答えています。 

  ⼦育てへの悩みや孤⽴感を募らせる家庭の不安等を解消
するため、⽀援を必要とする保護者へ家庭状況に応じた情
報を提供するとともに、⼦育て⽀援団体や関係機関などが
緊密に連携し、⼦育て家庭を地域全体で⽀え、安⼼や希
望をもって⼦育てできる環境づくりを一層推進していくことが

生田緑地東口ビジターセンター 

⼦育て⽀援団体や関係機関による連携会議 

資料︓令和 2（2020）年度 区⺠意識アンケート 
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求められています。 

 
●単独世帯の割合が市内で最も多く、⾼齢化率が 30％を超える地域があります。 
  区全体の⾼齢化率は 19.9％（令和３（2021）年３⽉

末現在）ですが、既に 30％を超える地域も点在している状
況です。 

  単独世帯の割合は約半数の 48.7％（平成 27（2015）
年国勢調査）となっているほか、令和２（2020）年度区
⺠意識アンケートでは、困ったときに近所に⼿助けを頼める人
がいないと答えた人は 51.1％という結果になっており、多世代
で⽀え合う地域づくりが課題となっています。 

 

●⼤学の知的資源の活⽤や、区⺠が主体となったまちづくりを⼀層推進していく必要があり
ます。 
  区にゆかりのある⼤学と連携し、⼤学の専門性や知的資

源を活かした地域課題解決のための取組や⼤学生の地
域 参 加 促 進 事 業な ど を 進 め て い ま す が 、 令 和 2
（2020）年度区⺠意識アンケートでは、「知っている 3
⼤学関連の取組・イベントはない」と答えた人は 61.8％と
いう結果になっており、今後、⼤学の知的資源を活⽤した
まちづくりをさらに推進していくためには、⼤学と地域の交流
を一層促進していく必要があります。 

  区⺠が主体となったまちづくりを一層推進していくため、住⺠自治組織として重要な役割を担う町内会・
自治会を取り巻く課題への対応が求められています。また、「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」
における区域レベルの取組を進め、地域で活躍する多様な主体の連携による課題解決を一層促進し
ていく必要があります。 

 

 

●登⼾⼟地区画整理事業の進展により、これまでの賑わいを引き継ぎ、地域全体の活性化
につなげていくことが期待されています。 
  登⼾・向ヶ丘遊園駅周辺地区では、商業・業務の中⼼

地区としてふさわしいまちをめざして、登⼾⼟地区画整
理事業が進められています。これまでの進捗率は、令和
３（2021）年４⽉ 1 ⽇現在で、仮換地指定率が約
93.6%、宅地使⽤開始率が約 74.3%となっていま
す。 

  区画整理事業の進展により、これまでの賑わいを引き継
ぎ、将来にわたって地域全体の活性化につなげていくこと
が期待されています。 

  

令和 3（2021）年 3 ⽉末現在 
資料︓市町丁別年齢別人口 

区画整理事業が進む登⼾駅付近 
令和 3（2021）年 6 ⽉ 

地域イベントへの⼤学生参加の様⼦ 
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計画期間の主な取組 

地域資源を活⽤した賑わいと魅⼒あるまちづくりの推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ●生田緑地をはじめとする豊かな資源の活⽤や、多様な主体との協働による魅⼒発信を通じた、訪れる
人も住む人も楽しむことができるまちづくりの推進 

●令和 5（2023）年供⽤開始予定の「（仮称）フロンタウン生田」との連携による、スポーツを⾏う
機会の提供等を通じた地域住⺠の交流、地域の活性化の推進 

主な取組の方向性 
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災害に強く安全で安心できるまちづくりの推進 
 

 

 

 

 

 
 
 

●賑わいと魅⼒創出に向けた取組の推進
・ARを活⽤したまちの
回遊性向上の取組
の実施

事業名
現状 事業内容・目標

区画整理事業推進により変貌
するまちの賑わいを引き継ぎ、さ
らに発展させることで、魅⼒ある
まちづくりに取り組みます。

・ARを活⽤したまちの回遊性向上・活性化の取組「多摩区でAR!」等の推進
登⼾・向ヶ丘遊園駅周辺地
区賑わい継承事業

令和３（2021）
令和４（2022）〜７（2025）年度

年度

地域周遊イベントの実施 

 

区⺠が気軽にスポーツを楽しめる「多摩区スポーツフェスタ」 

●地域特性に応じた実践的な訓練や隣接⾃治体との連携強化等による地域防災⼒の向上 

●関係機関との地域連携による犯罪発生の抑止や、交通ルール・マナーの定着による交通事故防止に
向けた取組の推進 

主な取組の方向性 

●⾃主防災組織、避難所運営会議が主催する各種会議・訓練への支援の実施

●地域人材の防災⼒向上に向けた支援

●防災を「⾃分事」として捉える防災意識の醸成

●区⺠や関係機関との連携による地域特性に応じた「多摩区総合防災訓練」の実施

●災害発生時に備えた隣接⾃治体と連携した訓練等の実施

事業名
現状

市⺠防災活動支援事業

地域防災活動の中⼼的な役
割を担う自主防災組織や避難
所運営会議への⽀援を⾏うとと
もに、区⺠の防災意識の醸成を
進めることで地域の防災⼒の向
上を図ります。

・実践的訓練の実施

・狛江市、稲城市と
連携した訓練等の実
施

事業内容・目標
令和３（2021）

年度
令和４（2022）〜７（2025）年度

・会議・訓練の⽀援 ・地域団体が実施する各種会議・訓練への⽀援

・研修等の実施 ・次世代（⼦育て世代）向け防災リーダー育成研修の実施

・防災意識の醸成に
向けた啓発の推進

・区⺠や関係機関との連携による地域特性に応じた実践的な訓練の実施

・狛江市、稲城市との効果的な連携に向けた協議及び訓練等の検討・実施

・地域団体、関係機関と連携した防災フェアの開催
・防災意識の⾼揚等を⽬的とした防災出前講座の実施
・各種事業と連携した防災キャンペーンの実施
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●地域全体での⼦ども・⼦育て支援の取組の推進

●⼦育てについて理解を深めるための情報提供や人材育成の推進

●地域での⼦育て世代への⾒守り、交流の促進

●⼦育て家庭のニーズに応じた情報発信

多摩区こども総合支援推進
事業 ・連携会議の開催、

⼦育て⽀援の実施
・多摩区こども総合⽀援連携会議を通じた情報共有・意⾒交換の実施
・在宅⼦育て家庭への公⽴保育所等を利⽤した専門職による⽀援の実施

・⼦ども・⼦育て⽀援への理解を深めるための講演会、学習会の開催
・⼦育て⽀援者養成講座の実施

⼦ども・⼦育て⽀援団体や関係
機関と連携し、地域全体で⼦ど
も・⼦育て⽀援の取組を推進す
るとともに、人材育成や⼦ども・
⼦育て家庭を⾒守る環境づくり
を推進します。

事業名
現状 事業内容・目標

令和３（2021）
年度

令和４（2022）〜７（2025）年度

・冊⼦・リーフレットの
作成、情報発信

・地域の⼦ども・⼦育て情報冊⼦「多摩区地域⼦育て情報BOOK」の作成、ホーム
ページ等の活⽤による情報発信
・⼦ども・⼦育てに関する相談窓口案内リーフレットの作成
・地域における保育所等の⼦育て⽀援応援冊⼦「たまっ⼦ノート」の作成

⼦育ての悩みや不安を解消し、
地域で安⼼して⼦育てできるよ
うに、⼦ども・⼦育てに関する情
報や相談窓口の情報を多様な
方法で提供します。

・講演会・学習会の
開催、養成講座の実
施

多摩区こども・⼦育て情報収
集・発信事業

・多世代交流の実
施、パスポートの発⾏

・住⺠主体の外遊びイベントを通じた多世代交流の促進
・多摩区⼦育て⽀援パスポート事業の実施

 
 
 
 
 
 

たまっ⼦を区⺠みんなで育てるまちづくりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●安全・安心な地域づくりに向けた啓発と支援の実施

●交通安全意識の定着に向けた啓発の実施地域、警察、消防と連携し、防
犯、交通事故防止等に取り組
み、安全で安⼼できる地域づく
りを推進します。

事業名
現状 事業内容・目標

令和３（2021）
令和４（2022）〜７（2025）年度

年度

多摩区安全・安心まちづくり
推進事業 ・地域防犯活動団体が実施する防犯パトロールへの⽀援の実施

・防犯・交通安全等をテーマにしたセミナーの実施

・幼稚園、保育園、⼩学校を中⼼とした交通安全教室の実施
・区内危険箇所への啓発看板等の設置

・⽀援の実施

・啓発の実施

 ●多様な主体の連携による地域が⼀体となった⼦ども・⼦育て支援や、多様な方法での効果的な情報
発信による地域で安心して⼦育てができる環境づくりの推進 

主な取組の方向性 

多摩区総合防災訓練での仮設トイレ組⽴の様⼦ ⼩学校で実施した交通安全教室 

地域の⼦ども・⼦育て情報冊⼦ 
「多摩区地域⼦育て情報 BOOK」 ⼦育て⽀援者養成講座 住⺠主体の外遊びイベント 
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すこやかに安心して暮らせる地域福祉・健康のまちづくりの推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市⺠⾃治を⼀層進める地域人材によるまちづくりの推進 
 

 

 

 

 

 

⽀え合いの地域づくりに係るフォーラム 区総合庁舎１階アトリウムで 
開催される「パサージュ・たま」 

 ●地域での⾒守りや交流活動、健康づくりなど、住⺠主体の取組と連携・協働した、多世代で支え合
い、誰もが安心して暮らすことができる地域づくりの推進 

主な取組の方向性 

 ●「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」における区域レベルの取組など、多様な主体が連携した
市⺠創発による地域課題の解決に向けた取組の推進 

●町内会・⾃治会との連携や、区にゆかりのある 3 ⼤学と地域との連携促進などを通じた活⼒ある地域
づくりの推進 

主な取組の方向性 

●地域特性に応じた健康づくり、支え合いの地域づくり

●地域包括ケアシステムの理解促進に向けた取組

●障害のある方など社会的マイノリティへの理解を深めることによる「心のバリアフリー」の促進

事業名
現状 事業内容・目標

令和３（2021）
年度

令和４（2022）〜７（2025）年度

多摩区地域包括ケアシステム
推進事業 ・地域づくりに向けた

取組の推進
地域特性に応じた地域づくりの
推進を⽬的に、多様な主体と
連携・協働した取組や、啓発活
動に取り組みます。

・地域包括ケアシステムの理解促進に向けた広報誌の発⾏
・⼩学生に対する認知症サポーター養成講座及び中学生に対する認知症講演会の
開催
・住み慣れた地域で暮らし続けるための医療と介護の連携促進

・地域の課題を共有し、住⺠が主体的に解決していくための地域づくりの⽀援

・広報誌の発⾏、養
成講座・講演会の開
催

パサージュ・たま開催事業
パサージュ・たまの開
催

・区内の障害者団体、生活・就労⽀援を⾏っている障害者施設等の活動紹介や作
品展⽰などを⾏う「パサージュ・たま」の開催多摩区総合庁舎アトリウムで、

障害者団体や作業所等の活
動紹介、作品展⽰などを⾏い、
障害のある方など社会的マイノリ
ティへの理解を深め「⼼のバリアフ
リー」を促進します。
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●⼤学と地域の連携を促進する「たまなびプログラム」による地域づくりの推進

●区にゆかりのある３⼤学の学生を中心とした「多摩区３⼤学コンサート」の開催

●⼤学と連携した生田緑地エントランススポットの維持管理と広報での活⽤

●町内会・⾃治会への加入に向けた啓発活動など支援の実施

●地域住⺠を対象とした地域活性化に向けた講演会等の開催

●コミュニティの活性化に向けた各種補助制度や活動事例等を紹介する冊⼦の作成

●多摩区におけるソーシャルデザインセンターへの⽴上げ支援の実施

●評価・検証を踏まえた多摩区における区域レベルの取組の推進「これからのコミュニティ施策の基
本的考え方」における区域レベ
ルの取組として、多摩区におけ
るソーシャルデザインセンターへの
運営⽀援等を⾏い、市⺠創発
による地域の課題解決に向けた
取組を進めます。

・協定に基づく⽀援の
実施

・多摩区におけるソーシャルデザインセンターに関する協定に基づく⽀援の実施
多摩区コミュニティ施策区域レ
ベル取組推進事業

・ポスター掲⽰などによる広報での有効活⽤

・地域活性化に向けた講演会等の開催

・活動事例等の調査、冊⼦の作成・内容の検討

地域コミュニティの活性化促
進事業

・多摩区における区域レベルの取組に対する評価・検証の実施及びソーシャルデザイン
センターへの今後の⽀援のあり方の検討
・評価・検証結果等を踏まえたソーシャルデザインセンターへの⽀援など区域レベルの取
組の推進

・評価・検証⼿法等
の検討

・啓発活動の実施、
情報の発信
・町内会紹介リーフ
レットの発⾏

令和３（2021）

・町内会加⼊促進のための啓発活動の実施及び情報の発信、チラシやリーフレットの
発⾏

現状

令和４（2022）〜７（2025）年度

・講演会等の開催

・⼤学の知的資源を活⽤した、生田緑地の⽞関口であるエントランススポットの適切な
維持管理

・⼤学との連携による
地域課題解決に向
けた取組の実施
・⼤学生の地域参加
に向けたプログラムの
実施
・地域に向けた⼤学
情報の発信
・⼤学が実施する市
⺠向け公開講座など
による⼤学と地域の
交流促進

町内会・自治会の抱える課題
を共有し、その実情に応じた⽀
援を進めることにより、町内会・
自治会活動、さらには地域コ
ミュニティの活性化を図ります。

年度

・⼤学の知的資源の活⽤による地域課題解決に向けた取組の実施
・⼤学生の地域参加に向けた効果的なプログラムの検討・実施

・コンサートの開催 ・「多摩区３⼤学コンサート」の定期的な開催

事業名
事業内容・目標

⼤学と地域の交流・連携を図る
とともに、地域のさまざまな課題
の解決に向けて、⼤学の知的
資源を活⽤した取組を実施しま
す。

多摩区・3⼤学連携事業

・施設の維持管理
・広報での活⽤

・⼤学、⼤学生と地域の交流及び連携の促進に向けた⼤学情報の発信
・⼤学が実施する市⺠向け公開講座などによる⼤学と地域の交流促進
・事業の効果的な広報⼿法の検討・実施

⼤学生と地域の交流（多摩区３⼤学コンサート） 地域活性化に向けた講演会 
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多摩区
 地域資源を活⽤した賑わいと魅⼒あるまちづくりの推進

●区⺠との協働による「たま⾳楽祭」の開催

●多摩区総合庁舎での「たまアトリウムコンサート」の開催

●生田緑地等の⾃然環境や文化施設を活⽤したコンサートの開催

●庁舎壁面の緑化、ゴーヤの種⼦の配布など「緑のカーテン⼤作戦」の実施

●⼦どもたちの環境学習を目的とした「夏休み︕多摩区エコフェスタ」の開催

●市⺠団体と協働した使⽤済みてんぷら油の回収などによる3Rの普及啓発の実施

●区⺠による⼆ヶ領⽤⽔の清掃・愛護活動に対する支援・協⼒

●季節に応じた魚類の展示及びパネルの掲出

●⽔槽の維持管理

●区⺠祭会場におけるステージイベントの企画・実施

●区内の地域団体等と連携した多摩区⺠祭の運営

●記念誌等の作成

●魅⼒ある地域資源を活⽤したまちづくりの推進に向けた記念講演会及び関連事業の実施

●健康づくりの推進等に関連したイベントの実施

 災害に強く安全で安心できるまちづくりの推進

●多摩区役所防災⼒向上方針に基づく取組の推進

●洪⽔・⼟砂災害・雪害対策の実施

●区防災対策の充実・強化を目的とした、関係機関による多摩区防災会議・部会の開催

●災害発生時に備えた隣接⾃治体と連携した訓練等の実施

●⼩学生から募集した⾃転⾞交通安全標語を活⽤した啓発の実施

●区内中学校、⾼等学校を中心とした、スケアードストレート方式の交通安全教室の実施

●区内⼩学校低学年向けに、生命の⼤切さを伝える体験型「いのちの授業」の実施

●「どうぶつ愛護フェアin多摩区」の開催

●動物愛護・適正飼養の更なる周知・啓発に向けた情報発信

区における地域の課題解決に向けたその他の取組

多摩区動物愛護推進
事業

学校・地域・家庭へ動物愛護思
想を浸透させ、動物の飼養上のさ
まざまな問題を解決へとつなげるこ
とにより、人と動物の調和のとれた
共生社会の実現を図ります。

区⺠祭開催経費

区⺠一人ひとりが担い⼿となること
で、⼼温かい地域コミュニティを作
り、暮らしやすい快適なまちづくりを
推進することを⽬的に区⺠祭を開
催します。

区制50周年記念事
業

令和４（2022）年度に迎える
区制50周年を、地域と⾏政が一
体となりお祝いする機運を醸成す
るとともに、⻑く区⺠に親しまれる
レガシーの形成に取り組みます。

多摩区エコロジーライ
フ事業

区⺠が家庭で取り組める地球温
暖化対策を、区⺠との協働により
推進します。

事業内容・目標

令和３（2021）
年度

令和４〜７（2022〜2025）
年度

現状

⾳楽による区の魅⼒
発信・地域交流創出
事業

区⺠が身近に⾳楽に触れる機会
や地域の⾳楽家に演奏を披露す
る場を提供し、⾳楽を通じて、ま
ちの賑わいや地域交流の活性化
を推進します。

区
名

多摩区は自転⾞事故の割合が
⾼い地域なので、自転⾞交通安
全標語を活⽤した啓発の実施等
により自転⾞運転マナーやルール
の定着を図ります。

多摩区危機管理事業

多摩区防災連絡会議を通じて関
係機関との連携を強化するととも
に、隣接自治体と連携した訓練
の実施により、区全体の総合的な
危機管理機能の向上を図りま
す。

取
組
の
柱

事業名 概要

多摩川環境啓発展示
事業

多摩川に生息する淡水魚等を多
摩区総合庁舎１階アトリウムで飼
育展⽰し、多摩区への愛着を含
め、環境意識の啓発を図ります。

⽔辺の愛護活動事業

町内会・自治会等による⼆ヶ領
⽤水の清掃・愛護活動を⽀援
し、緑豊かな水辺空間づくりと、区
⺠の環境愛護活動を推進しま
す。

多摩まちかど祭開催
事業

区⺠祭の会場でステージイベント
を開催し、区⺠が⽇頃の⽂化芸
術活動の成果を発表できる機会
を提供するとともに、区⺠相互の
交流と地域活性化を図ります。

⾃転⾞利⽤マナーアッ
プ促進事業
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 たまっ⼦を区⺠みんなで育てるまちづくりの推進

●たまたま⼦育てまつりの開催

●⺠生委員・児童委員、公⺠保育所が連携した地域⼦育て支援事業「ママとあそぼうパパもね︕」の実施

●在宅⼦育て家庭への情報提供や公⽴保育所等を利⽤した専⾨職による支援の実施

●⼦育て世代の交流促進と育児⼒向上に向けた取組の推進

●保育士・ボランティア配置による各種健診・相談サポート体制の充実

 すこやかに安心して暮らせる地域福祉・健康のまちづくりの推進

●メンタルヘルスに関する講演会の開催

●チラシ等を使った広報及び普及啓発の実施

市⺠⾃治を⼀層進める地域人材によるまちづくりの推進

●多摩区区⺠意識アンケートの実施（隔年実施）

●登録団体で構成される運営委員会との協働による運営

●全体会などを通じた登録団体相互の情報交換の実施

●多摩区内の公園情報を掲載した「多摩区公園BOOK」の作成

 区役所サービス向上事業

●来庁者アンケート・外部評価実施に基づく改善策の検討・実施

●窓口対応時のスキルアップのための職員研修の実施

●ワーキンググループによる課題解決策の検討・実施

 地域課題対応その他事業

●⼀般事務⽤品、備品類の調達

 区の新たな課題即応事業

●新たに発生する課題に対応する事業の実施

区
名

取
組
の
柱

事業名 概要

現状 事業内容・目標

令和３（2021）
年度

令和４〜７（2022〜2025）
年度

窓口サービス改善推
進事業

分かりやすい案内表⽰等や窓口
対応を実⾏し、区役所利⽤者の
利便性と満⾜度の向上を図りま
す。

たまたま⼦育てまつり
開催事業

⽀援団体等との協働により、参加
しやすい⼦育てまつりになるよう変
化を加えながら、親⼦で学び、遊
べる場の提供や相談、情報提供
などを⾏う⼦育てまつりを開催しま
す。

地域⼦育て⼒向上事
業

⼦育て中の親⼦が気軽に集まり
交流する中で⼦どもとの関わり方
を体験しながら育児の⼒をつけて
いく環境づくりを推進します。

精神保健普及啓発事
業

精神保健福祉の課題に取り組む
場として、「精神保健福祉連絡会
議」を設置し、メンタルヘルスの普
及啓発に向けた講演会等を実施
します。

⼦ども・⼦育て支援推
進事業

⽀援団体や関係団体と連携し、
地域全体で⼦ども・⼦育ての取組
みを推進するとともに、人材育成
や⼦ども・⼦育て家庭を⾒守る環
境づくりを推進します。

多摩区公園案内事業

公園が地域コミュニティの場とな
り、地域の活性化が促進されると
ともに、利⽤者の利便性が向上す
るように、公園の案内冊⼦を作成
します。

市⺠活動支援事業

「多摩区⺠活動・交流センター」を
区⺠との協働により運営し、市⺠
活動団体等の自主的な活動の
発展、交流、相互⽀援を促進し
ます。

区の新たな課題即応
事業

新たに生じた課題に、適切かつ迅
速に対応し、解決に向けた取組
を推進します。

共通事務経費
地域課題対応事業において共通
で必要となる物品を一括購⼊し、
事務の効率化を図ります。

多摩区区⺠意識アン
ケート事業

地域の課題解決や魅⼒を活かし
た取組を効果的に推進していくた
め、多摩区役所が推進する主な
取組に関する意識などを調査し、
結果を分析します。
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